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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月24日(2016.11.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　未経産ブタにおける授精の時期を同期化するための方法であって、
　発情を同期化するためのホルモンを未経産ブタに投与する工程；
　排卵を同期化するための他のホルモンを投与することなく、単回投与量の、排卵を同期
化するためのゴナドトロピン放出ホルモンを未経産ブタに投与する工程であって、該ゴナ
ドトロピン放出ホルモンが、発情を同期化するためのホルモンの連日投与の最後から５日
目に投与される、工程；および
　発情を観察することなく、発情を同期化するためのホルモンの連日投与の最後から６日
目に１回のみ未経産ブタを授精させる工程
を含む、方法。
【請求項２】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが、式：
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【化１】

［式中：
　Ｒ１およびＲ２は、各場合において独立して、水素であるか、または独立して、アルキ
ル、ヘテロアルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、ハロアルキル、アリール
、ヘテロアリール、アリールアルキル、およびヘテロアリールアルキルからなる群から選
択され、その各々は置換されていてもよく、またはＲ１およびＲ２ならびに結合した炭素
が、炭素環または複素環を形成し；
　Ｒ５は、水素またはアルキルであり；および
　Ｘは水素であるか、またはＸは、アルキル、シクロアルキル、ヘテロアルキル、置換さ
れていてもよいアルキレン－カルボキサミド、およびＨＮＣ（Ｏ）ＮＲ３Ｒ４からなる群
から選択され、ここで、Ｒ３およびＲ４は、各場合において独立して、水素、アルキル、
ヘテロアルキルおよびハロアルキルから選択される］
またはその溶媒和物、水和物、もしくは医薬的に許容される塩を有する、請求項１記載の
方法。
【請求項３】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが、請求項２記載の式で示される化合物からなる群から選
択され、ここで、
　　ａ）Ｒ１は１Ｈ－インドール－３－イル－メチル、Ｒ２は水素、ＸはＣＨ２（ＣＯ）
ＮＨ２であり；Ｒ５は水素であり；および、Ｒ１が結合する炭素の配置はＲであり；
　　ｂ）Ｒ１は水素、Ｒ２は水素、ＸはＣＨ２（ＣＯ）ＮＨ２であり；および、Ｒ５は水
素であり；
　　ｃ）Ｒ１は１Ｈ－１－ベンジル－イミダゾール－４－イル－メチル、Ｒ２は水素、Ｘ
はエチルであり；および、Ｒ５は水素であり；
　　ｄ）Ｒ１は２－メチルプロピル、Ｒ２は水素、Ｘはエチルであり；および、Ｒ５は水
素であり；
　　ｅ）Ｒ１は２－ナフチルメチル、Ｒ２は水素、ＸはＣＨ２（ＣＯ）ＮＨ２であり；お
よび、Ｒ５は水素であり；
　　ｆ）Ｒ１はｔ－ブトキシメチル、Ｒ２は水素、Ｘはエチルであり；Ｒ５は水素であり
；および、Ｒ１が結合する炭素の配置はＲであり；
　　ｇ）Ｒ１はベンジル、Ｒ２は水素、ＸはＣＨ２（ＣＯ）ＮＨ２であり；Ｒ５は水素で
あり；および、Ｒ１が結合する炭素の配置はＲであり；
　　ｈ）Ｒ１はｔ－ブトキシメチル、Ｒ２は水素、ＸはＨＮ（ＣＯ）ＮＨ２であり；およ
び、Ｒ５は水素であり；
　　ｉ）Ｒ１は１Ｈ－インドール－３－イル－メチル、Ｒ２は水素、Ｘはエチルであり；
および、Ｒ５は水素であり；
　　ｊ）Ｒ１はメチル、Ｒ２は水素、Ｘは水素であり；Ｒ５は水素であり；および、Ｒ１
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が結合する炭素の配置はＲであり；
　　ｋ）Ｒ１は１Ｈ－インドール－３－イル－メチル、Ｒ２は水素、Ｘはエチルであり；
Ｒ５はメチルであり；および、Ｒ１が結合する炭素の配置はＲであり；
　　ｌ）Ｒ１はメチル、Ｒ２は水素、ＸはＣＨ２（ＣＯ）ＮＨ２であり；Ｒ５は水素であ
り；および、Ｒ１が結合する炭素の配置はＲであり；
　　ｍ）Ｒ１は４－アミノブチル、Ｒ２は水素、ＸはＨＮ（ＣＯ）ＮＨ２であり；Ｒ５は
水素であり；および、Ｒ１が結合する炭素の配置はＲであり；
　　ｎ）Ｒ１はメチル、Ｒ２はメチル、ＸはＨＮ（ＣＯ）ＮＨ２であり；および、Ｒ５は
水素であり；および
　　ｏ）Ｒ１はエチル、Ｒ２は水素、Ｘは水素であり；Ｒ５は水素であり；および、Ｒ１

が結合する炭素の配置はＲである、請求項２記載の方法。
【請求項４】
　授精が、人工授精である、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが有効量で投与され、ゴナドトロピン放出ホルモンの有効
量が約２００μｇである、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　ゴナドトロピン放出ホルモンの投与量が、デポジション・カテーテルの使用、手動投与
、および注射からなる群から選択される方法を用いて投与される、請求項１～５のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項７】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが、デポジション・カテーテルを用いて投与される、請求
項６記載の方法。
【請求項８】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが、注射によって投与される、請求項６記載の方法。
【請求項９】
　ＸがＨ２ＣＣ（Ｏ）ＮＨ２であり、Ｒ１が水素であり、およびＲ２が
【化２】

である、請求項２～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが、トリプトレリンである、請求項１～９のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項１１】
　発情を同期化するホルモンが、アルトレノジストである、請求項１～１０のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項１２】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが組成物中にあり、該組成物が、体積当たり約０．０９重
量％の量のメチルパラベン、体積当たり約０．０１重量％の量のプロピルパラベン、体積
当たり約０．９１重量％の量の塩化ナトリウム、体積当たり約０．１８６重量％の量のク
エン酸ナトリウム、体積当たり約０．１重量％の量のＬ－メチオニン、体積当たり約０．
０７重量％の量のクエン酸、体積当たり約０．０１％の量のトリプトレリン、および約２
５０ｃＰ～約４００ｃＰの粘度を提供する量のメチルセルロースを含む、請求項１～１１
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが、緩衝食塩水、液体アルコール、グリコール、グルコー
ス溶液、エステル、アミド、および滅菌水からなる群から選択される賦形剤中にある、請
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求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　賦形剤が、酢酸塩緩衝剤、ホウ酸塩緩衝剤、炭酸塩緩衝剤、クエン酸塩緩衝剤、リン酸
塩緩衝剤、塩酸、水酸化ナトリウム、酸化マグネシウム、リン酸一カリウム、重炭酸塩、
アンモニア、炭酸、クエン酸ナトリウム、クエン酸、酢酸、およびリン酸水素ニナトリウ
ムからなる群から選択されるｐＨ緩衝剤をさらに含む、請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが、発情を同期化するためのホルモンの連日投与の最後か
ら約１２５～約１３３時間後に投与される、請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１６】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが、発情を同期化するためのホルモンの連日投与の最後か
ら約１２６～約１３０時間後に投与される、請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項１７】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが、発情を同期化するためのホルモンの連日投与の最後か
ら約１２６時間後に投与される、請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが、発情を同期化するためのホルモンの連日投与の最後か
ら約１２８時間後に投与される、請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが、発情を同期化するためのホルモンの連日投与の最後か
ら約１３０時間後に投与される、請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　ゴナドトロピン放出ホルモンが、発情を同期化するためのホルモンの連日投与の最後か
ら約１３２時間後に投与される、請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　未経産ブタが、ゴナドトロピン放出ホルモン投与の約２４～約２８時間後に授精する、
請求項１～２０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　未経産ブタが、ゴナドトロピン放出ホルモン投与の約２０～約２４時間後に授精する、
請求項１～２０のいずれか一項に記載の方法。
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